
SA
G

A
E C

ITY
 PU

B
LIC

 R
ELA

TIO
N

S

No.1693

2018

1.5市
報さがえ

年頭のごあいさつ………………２
さがえニュース…………………４
さがえコラム……………………５
あなたの「結婚」を応援します…６
就学援助制度……………………７
まちかど…………………………８
生涯学習のまど…………………10
お知らせ…………………………12

目次



New year greetings　2018

市長
佐藤 洋樹

2

本年が皆様にとりまして 
幸多き大いなる飛躍の年となりますように

年頭のごあいさつ謹賀新年
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
２
年
目
と
な
る
第
６
次
寒
河
江
市
振
興

計
画
及
び
さ
が
え
未
来
創
成
戦
略
を
基
に
、
さ
が
え

っ
こ
ハ
ッ
ピ
ー
ギ
フ
ト
事
業
や
学
校
給
食
の
無
料
化
、

更
に
は
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援

な
ど
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
新
た
な
施
策
が
展

開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
人
口
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
を
強
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様
と
共
に
人
口
減
少

対
策
は
も
と
よ
り
、
市
民
目
線
で
の
事
業
展
開
や
成

果
の
検
証
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
昨
年
４
月
の
政
務
活
動
費
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
公
開
や
県
内
初
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
な
ど
、

議
会
運
営
の
効
率
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し

て
、
議
会
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議
会

と
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
よ
り
信
頼
さ
れ
ま
す
よ

う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
笑
顔
に
満
ち

た
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
開
庁
50
周
年
を
迎
え
た
市
役
所
庁
舎

が
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
ほ
か
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
大
韓
民
国
ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

と
基
本
合
意
を
締
結
す
る
な
ど
、
さ
が
え
の
魅
力
と

元
気
を
市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

学
校
給
食
費
へ
の
助
成
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
は

じ
め
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
交
流
人
口
拡

大
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
市
民
の
皆
様
が
い
つ
も
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
よ
う
「
さ
く
ら
ん
ぼ
と
歴
史
が
育
む
ス
マ
イ
ル
シ

テ
ィ
寒
河
江
」
の
実
現
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議長
内藤 　明



SAGAE COLUMN
さがえコラム

　昨年も日本各地で物産展やグルメ祭りが開催されました。私も10月と11月に仙
台市内でのグルメイベントや、姉妹都市神奈川県寒川町の産業まつりに出店し、
寒河江の食をＰＲしてきました。
　特に寒川町産業まつりでは、毎年寒河江の農産物を楽しみにされている方もた

くさんいらっしゃいますし、山形の寒河江から農産物を持ってき
たと言うと、自然とお客様が集まります。山形の食はとてもいい
イメージを持たれているということを改めて実感しました。一方
で、さくらんぼ以外の食についてはまだまだ知られていないので、
今後も積極的に市外へアピールし、たくさんの方に寒河江の食に
触れてもらえる機会を増やしていきたいと思います！

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

佐野　裕介（埼玉県出身・27歳）
寒河江の素晴らしさをたくさんの方に知っていただき、足を運んでいただ
けるようにアピールしていきます！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　認知症の方やその疑いのある方、またはその家族
を訪問し、認知症の相談を行うチームのことです。
本市のチーム員は、認知症サポート医や看護師、社
会福祉士で構成されており、看護師と社会福祉士が
ご自宅を訪問して日常生活や認知症についての困り
ごと、心配なことを聞き、病院の受診や介護福祉サ
ービスの利用、日常生活のサポート方法などの提案
や支援を行います。また、訪問のほかに定期的なチ
ーム員会議を行い、認知症サポート医からアドバイ
スを受けながら支援していきます。支援の対象とな
る方は、市内の自宅で生活している40歳以上で▽認
知症の疑いはあるが医療機関を受診していない▽診
断を受けたが継続的に治療を受けていない、または
必要な介護サービスを利用しておらず家族や周囲が
対応に困っている▽治療や介護サービスを受けてい
ても家族が対応に困っている―等の方です。認知症
は早期の対応で症状の進行を遅らせることができた
りします。小さなことでも気軽にご相談ください。
●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎86－2111内線623へ。

　認知症初期集中支援チーム
　「認知症初期集中支援チーム」ほいずはよ、

元
気
な
１
０
０
歳
を
目
指
し
て

　
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
で
き
る

限
り
防
ぎ
（
遅
ら
せ)

、
要
介
護
状
態

で
あ
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
（
維

持
・
改
善
）
よ
う
に
す
る
「
介
護
予
防
」

に
取
り
組
む
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
が

集
ま
る
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
交

流
会
」
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
24

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
１
１
０
人
が

参
加
し
た
交
流
会
で
は
、
ま
ず
、
介
護

予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
き
い
き
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
リ

ズ
ム
体
操
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
製
の
マ
ラ
カ
ス
を
両
手
に
持

ち
な
が
ら
、
歌
に
合
わ
せ
て
腕
を
動
か

し
ま
し
た
。
次
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
を
全
員
で

実
施
。
こ
の
体
操
は
簡
単
な
動
き
を
ゆ

っ
く
り
と
繰
り
返
す
こ
と
で
、
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
で
、
介
護
予
防
に
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
交
流
会
の
最
後
に
、
こ
の

体
操
を
実
施
し
て
い
る
90
歳
以
上
の
方
、

伊
藤
は
つ
よ
さ
ん
（
末
広
町)

、
小
林

ミ
ヨ
さ
ん
（
末
広
町)

、
鈴
木
ま
さ
江

さ
ん
（
高
松)

、
大
泉
テ
イ
さ
ん
（
高

松)

、
工
藤
カ
ツ
コ
さ
ん
（
高
松
）
の

５
人
を
佐
藤
市
長
が
表
彰
し
ま
し
た
。

さがえニュース

神奈川県寒川町
姉妹都市

優しさと　輝きと
　うるおいのあるまち
　　　　　湘南さむかわ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
寒
河
江
市
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に

輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
夏
は
、
寒
河
江
ま
つ
り
『
神
輿
の

祭
典
』
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
祭
典
当
日

は
、
台
風
接
近
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
歓
待
い
た
だ
き
、

心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
て

郷
土
文
化
の
伝
承
に
取
り
組
ま
れ
る
皆

様
の
お
姿
に
と
て
も
感
動
を
覚
え
ま
し

た
こ
と
も
、
強
く
記
憶
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。

　
両
市
町
の
友
好
を
こ
こ
ま
で
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
交
流
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
多
く
の
皆
様
の
熱
意
と
ご

尽
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ご
関
係
の

皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
は
首
都
圏
に
あ
り
な
が

ら
自
然
が
多
く
残
り
、
富
士
山
も
見
通

せ
る
景
観
の
良
さ
は
町
民
の
自
慢
で
す
。

本
年
は
、
こ
の
良
さ
を
「
寒
川
」
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
、
そ
の
発
信
に
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
町
民
の
安
泰

と
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 寒川町長

木村 俊雄

内科医長　和田輝里子
　今回はインフルエンザにかか
ってしまったときの対応につい

てのお話です。インフルエンザに感染すると、潜伏
期間１～３日後に38℃以上の高熱、頭痛、関節痛、
倦怠（けんたい）感などの症状が現れます。さらに
喉の痛み、せきなどの呼吸器症状も出てきます。イ
ンフルエンザの検査は鼻や喉の粘液を採取して調べ
ますが、発症から12時間ほどたたないと正しい検査
結果がでない場合があります。インフルエンザと診
断されたら、安静にして睡眠と水分をしっかり取る
ようにし、周りの人に感染させないようにマスクを
して外出や登校、通勤は控えましょう。治療には、
ウイルスの増殖を抑える抗インフルエンザ薬が使わ
れます。服用すると次第に症状が緩和しますが、数
日は体内にウイルスが残っており、他の人にうつし
てしまう可能性があるため、解熱後も２日間は自宅
で療養しましょう。また、その他症状に合わせて解
熱鎮痛剤、鎮咳（ちんがい）・去痰（きょたん）薬
などが処方されることもあります。
●問合せ／市立病院☎86-2101へ。

インフルエンザの治療
市立病院ドクターアドバイス

　12月16日にさいたまスーパーア
リーナ（埼玉県）で開催されたマ
ーチングバンド全国大会・小学生
の部に寒河江中部小学校金管バン
ドが、５年連続で出場されました。

５年連続
全国大会出場

おめでとうございます

寒河江中部小学校金管バンド
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＝寒河江市婚活コーディネーター＝
氏　　名 地　　区 電話番号 氏　　名 地　　区 電話番号

多田美紀子 大字高屋 090-2277-8618 渡辺　栄子 若葉町 090-2951-3722

髙子　陽子 大字八鍬 080-1858-6018 渡邉美代子 大字松川 090-5591-3285

新宮　広行 大字平塩 080-3530-8438 菊地　伸一 丸内一丁目 090-2020-8176

川越　　正 本楯一丁目 090-4885-6079 阿部　　清 大字日田字五反 090-3360-2897

渋谷　明子 船橋町 090-2992-1354 鈴木　好子 大字日田 090-5356-8253

花山　美穂 仲谷地二丁目 090-1931-4851 会田まり子 六供町一丁目 090-2796-4884

安達　昌敏 字中河原 080-1817-0301 工藤　わか 大字西根字石川西 86-8573

佐藤　郁子 大字西根字下堰 090-7565-8683 太田　美樹 六供町一丁目 090-4310-7814

木村　二男 大字寒河江字塩水 090-3363-2827 髙橋ヨシ子 大字寒河江字塩水 090-9532-3799

太田　真美 中山町大字長崎 090-7060-8988 遠藤　健二 山形市上桜田二丁目 090-7061-0458

（11月末現在、順不同、敬称略)

※転入者には所得課税証明書の提出をお願いする場合があります。

婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

　
市
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男

女
の
仲
介
（
出
会
い
の
機
会
の
提
供)

、

助
言
等
、
結
婚
成
立
に
向
け
た
支
援
活

動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
、
婚
活
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
村
山

地
域
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

見
合
い
結
婚
等
の
あ
っ
旋
を
仕
事
と
し

て
行
っ
て
い
な
い
方
等
の
条
件
を
満
た

せ
ば
、
誰
で
も
随
時
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、
仲
介
し
た
男
女
が
結
婚
し
、

市
内
で
結
婚
生
活
を
始
め
た
場
合
に
、

５
万
～
10
万
円
の
報
償
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仲
人
の
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
を
し
た
い
け
れ
ど
い
い
人
に
出
会
う
機
会
が
少
な
い
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
も
な
か
な
か
上
手
に
話
せ
な
い
等
、
婚
活
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
結
婚
を
望
む
独
身
男
女
が
幸
せ
な
結
婚
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
20
人
の

「
寒
河
江
市
婚
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
多
く
の
方
か
ら
相
談
を
い
た
だ
き

18
組
を
結
婚
へ
導
き
ま
し
た
。

　
結
婚
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
婚
活
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
内
で
新
生
活
を
始
め
る

ご
夫
婦
を
応
援

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏

み
出
せ
な
い
方
を
対
象
に
、
結
婚
に
伴

う
新
生
活
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

婚
姻
数
の
増
加
お
よ
び
若
年
者
の
転
入

増
を
図
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

転
入
し
て
新
規
に
婚
姻
し
た
世
帯
に
、

居
住
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費
用
の
一
部

を
最
大
30
万
円
補
助
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
順
で

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
市
商
工
創
成
課
地
域
戦
略

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

あ
な
た
の｢

結
婚｣

を
応
援
し
ま
す
！

就学援助制度
＝｢新入学学用品費等」の入学前支給が可能になります＝

　市では、経済的な事情で就学が困難な小・中学生のお子さんを持つ保護者に対して、学校給食費や学用品費
などの費用の一部を援助しています。

【認定基準】
　○市町村民税が非課税、または減免を受けている方
　○国民年金保険料の減免を受けている方
　○国民健康保険料の減免、または徴収猶予を受けている方
　○児童扶養手当の支給を受けている方
　○社会福祉協議会から生活福祉資金等の貸付を現在受けている方　
　○東日本大震災により被災し、就学が困難と認められる方　　　…など

　○その他の児童生徒……随時受け付けしておりますので、在籍する学校にお問い合わせください。
●問合せ／市学校教育課学事係☎86-2111内線447へ。

【就学援助費の支給項目】
支給項目 援助内容 支給時期

学校給食費 保護者が学校給食費として納入する額
７月、12月、翌年３月 学用品費 通常必要とする学用品購入費

通学用品費 通常必要とする通学用品購入費
校外活動費 学校行事として行われる校外活動に参加するために必要な経費 翌年３月
修学旅行費 修学旅行に参加するために必要な交通費や宿泊費等 費用精算終了後

医療費 結膜炎・中耳炎・う歯等の治療費 直接医療機関に支払い
新入学学用品費等 ※支給時期を選択可

入学前支給
(入学準備金)

次年度に小学校または中学校に就学を予定している方が通常必要
とする学用品および通学用品購入費 ３月

入学後支給 新入学児童・生徒が通常必要とする学用品および通学用品購入費 ７月

【申請方法】
　○次年度に小学校または中学校への就学を予定している方
学校 支給区分 提出書類 提出先 提出期限

小学校

｢新入学学用品等」の
入学前支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書 入学する小学校
４月初め

※学校ごと
　に異なる

・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　(小学校入学用）
・申請者の通帳の写し

市学校教育課 １月31日㈬

｢新入学学用品等」の
入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書 入学する小学校
４月初め

※学校ごと
　に異なる

中学校

｢新入学学用品等」の
入学前支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
・就学援助費（入学準備金）に係る認定申請書
　(中学校入学用）

在籍する小学校
１月下旬

※学校ごと
　に異なる｢新入学学用品等」の

入学後支給を
希望する場合

・就学援助費に係る児童生徒認定申請書
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まちかど
クローズアップ

バイオリンの生演奏にうっとり

クリスマスが今年もやってくる！

歌声でつながる思いやりの輪

迫真の語りと演技に感動の涙

　子育てをしている保護者やそのお子さんがお互い
に交流できる憩いの場を提供するでまえ子育てサロ
ン・エンジェルの「10周年記念事業クリスマス会」
が12月８日、文化センターで行われました。会場に
は大勢の親子が集まり、講師の鈴木聡晃さんが演奏
するバイオリンの音色を堪能。演目は「アベマリア」
や「サンタがやってくる」など名曲ぞろい。来場者
はキラキラとした表情で一緒に口ずさんでいました。

　市内の小学生にクリスマスリース作りを楽しんで
もらおうと12月９日、ハートフルセンターで「ゆめ
はーと寒河江小学生の日クリスマスリース作り」が
行われました。子どもたちは枝を丸く円形に組み合
わせた土台に松ぼっくりやドライフルーツ、鈴、ド
ライフラワー、リボンなどをバランスよく設置して
かわいらしいリースを完成させると、同じグループ
内でお互いの作品の良い所を発表し合いました。

　今年で15回目を迎える「さがえ『童謡をうたうさ
くらの会』クリスマスチャリティーコンサート」が
12月10日、ハートフルセンターで開催されました。
今回のコンサートでは来場者も一緒に歌って楽しむ
「歌声ひろば」の部を用意。赤鼻のトナカイやきよ
しこの夜、あの素晴らしい愛をもう一度、ふるさと
などの曲をピアノの伴奏に合わせて、同会のメンバ
ーと来場者が一緒に美しく歌いあげました。

　劇団さがえ櫻桃座第４回公演が11月26日、ハート
フルセンターで行われました。演目は、創作バラエ
ティ劇「そばこ姫」と朗読劇「ぴかどん」の２本立
て。｢ぴかどん」は、原爆がもたらす罪深さを切々
とつづった絵本が原作の劇で、出演者たちの力のこ
もった朗読と迫真の演技に、会場のあちこちからす
すり泣く声が聞かれ、終了後には惜しみない拍手が
送られました。

　市自衛隊協力会が主催する「ふ
れんどしっぷコンサートINさがえ」
が11月23日に市民文化会館で開催
され、陸上自衛隊第６音楽隊と寒
河江高等学校吹奏楽部が出演しま
した。コンサートでは演歌音楽や
ジャズなど全12曲が演奏。なかで
も吹奏楽部と音楽隊が合同で演奏
したイン・ザ・ムードでは、高校
生２人と音楽隊２人がサックスで
息の合ったアンサンブルを披露し、
来場者を魅了していました。

吹奏楽の魅力を
肌で感じるひととき

　「さがえ図書館まつり2017冬まつり」
が12月10日、市立図書館で開催され、
多くの親子連れが会場に訪れました。
図書館の古くなった本をプレゼントす
るリサイクルブックプレゼントや、朗
読会などのイベントが行われた他、ボ
ランティア団体によるリレーおはなし
会も開催。会のなかで普段のおはなし
会では見ることのできない、さまざま
な小道具を使っての楽しいお話しに、
子どもたちは夢中になっていました。

図書館で本に親しむ一日
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生 涯 学 習 の ま ど生 涯 学 習 の ま ど
寒河江市美術館

今月の1冊
西郷（せご）どん！前・後編

林真理子・著　
ＫＡＤＯＫＡＷＡ・発行　

　西郷隆盛が遠島になった奄美
大島で生まれた長男西郷菊次郎
が、父を回想する形でつづられていく物語。貧し
い下級武士の家に生まれた隆盛が、主君である島
津斉彬に認められ大きく成長していく。二度の遠
島という処罰を受けながらも、時代が隆盛を必要
としていた。激動の幕末を駆け抜け、新たな時代
をつくった西郷隆盛の生涯を描く。２０１８年ＮＨＫ
大河ドラマの原作小説。

アートツリーやまがた
アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
の
山
形

新
聞
社
説
に
、「
寒
河
江
・
保
育
所

に
小
児
科
誘
致
／
病
児
保
育
対
応

定
住
促
す
」
と
い
う
見
出
し
で
、

市
政
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
評
価
す
る
論
調
が
載
っ
た
。

八
幡
宮
の
麓
、
旧
寒
河
江
服
装
専

門
学
校
跡
地
に
保
育
所
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
五
年
四
月
、
六
供
町

の
水
口
屋
安
孫
子
三
五
郎
家
を
守

り
続
け
た
安
孫
子
チ
ク
サ
女
史
に

よ
っ
て
、
寒
河
江
女
子
学
院
が
開

設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
寒
河
江
服

装
専
門
学
校
と
校
名
を
変
え
、
五

十
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
五

千
名
に
も
上
る
卒
業
生
を
世
に
送

り
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

閉
校
と
な
っ
た
。
冬
期
に
は
、
西

川
町
や
大
江
町
の
山
内
か
ら
も
宿

泊
し
て
学
ぶ
子
女
た
ち
が
い
た
。

多
く
の
生
徒
が
集
い
、
熱
意
あ
る

教
職
員
が
守
り
続
け
た
学
校
も
、

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
極
端
な

減
少
に
よ
っ
て
存
続
が
困
難
と
な

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
同
年
三
月
十
二
日
に
最
後
の
卒

業
式
を
終
え
、
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ

リ
ー
に
お
い
て
「
思
い
出
の
集
い
」

が
開
か
れ
、
関
係
者
・
来
賓
・
卒

業
生
が
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

後
日
、
八
幡
の
森
を
借
景
と
し
た

敷
地
内
の
美
し
い
松
の
丘
に
記
念

碑
を
建
立
し
た
。碑
文
に
は
、「
此

の
地
に
／
女
性
の
学
び
舎
／
寒
河

江
服
装
専
門
学
校
／
在
り
し
」
と

大
き
く
あ
る
。
人
々
は
、
学
校
存

立
の
証
を
残
し
た
の
だ
。

　
こ
の
学
校
開
設
以
前
、
こ
の
地

に
は
中
世
、
大
江
氏
が
勧
請
し
た

寒
河
江
八
幡
宮
の
祭
祀
を
担
当
し

た
「
六
供
」
と
称
す
る
修
験
の
坊

が
置
か
れ
、
門
前
町
を
形
成
し
て

い
た
。
い
わ
ゆ
る
六
供
町
で
あ
る
。

そ
の
中
の
一
つ
、
由
緒
あ
る
「
正

福
院
」
が
今
も
厳
然
と
し
て
命
脈

を
保
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
学
校
の
跡
地
の
由

緒
か
ら
、
ま
ち
な
か
活
性
化
の
動

き
の
中
で
、
こ
こ
に
仮
称
「
八
幡

の
杜
歴
史
資
料
館
」
が
構
想
さ
れ

た
が
、
惜
し
く
も
頓
挫
し
た
。

　
思
い
出
の
校
舎
が
次
々
と
取
り

壊
さ
れ
、
心
痛
め
て
い
た
卒
業
生

た
ち
も
、
こ
の
跡
地
に
新
し
い
「
な

か
保
育
所
」
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
安
堵
し
た
に
違
い
な
い
。

　
間
も
な
く
保
育
所
が
姿
を
現
し
、

八
幡
の
杜
に
も
、
広
く
な
っ
た
「
流

鏑
馬
通
り
」
に
も
、
子
ど
も
達
の

歓
声
が
響
き
渡
る
だ
ろ
う
。

生
ま
れ
変
わ
る
寒
服
専
の
跡
地

Sagae Library
さがえライブラリー

寒河江服装専門学校記念碑

９日㈫・22日㈪❶月の休館日

　市美術館特別企画展「アートツリーやまがた」を今
年も開催します。６回目となる今回は、アールブリュ
ット（生の芸術）の力作が会場をところ狭しと埋め尽
くします。ぜひお誘い合わせの上ご来場ください。
●日時／２月４日㈰～26日㈪の午前10時～午後７時
●休館日／２月７日㈬、21日㈬
●ギャラリートーク／２月４日㈰
●問合せ／市文化センター　美術館専門員　原田
　☎86-5111へ。

「
慈
恩
寺
歴
史
文
化
振

興
室
」
コ
ー
ナ
ー

慈
恩
寺
の
歴
史
～
近
世
編
～

　
寛
永
四
年(

一
六
二
七)

、
四
十

一
年
間
途
絶
え
て
い
た
慈
恩
寺
の

峯
中(

山
伏
の
修
行)

が
再
開
し
ま

す
。
江
戸
時
代
に
慈
恩
寺
の
裏
山

で
六
十
一
回
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寛
永
十
九
年
、
別
当
の
最
上
院

が
、
幕
府
の
信
任
厚
い
南
光
坊
天

海
に
帰
依
し
て
、
慈
恩
寺
を
天
台

宗
の
寺
に
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し

か
し
、
元
々
真
言
宗
勢
力
の
強
か

っ
た
一
山
衆
の
反
対
を
受
け
て
、

最
上
院
と
配
下
山
伏
の
み
が
改
宗

し
ま
し
た
。

　
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

、
慈
恩

寺
に
幕
府
か
ら
朱
印
地
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
十
八
ヶ
村
、
約
二
千
八

百
石
と
い
う
領
地
は
東
北
地
方
最

大
の
も
の
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
慈
恩
寺
で
は
、
年

間
五
十
八
回
の
法
会
を
行
い
、
法

会
に
は
天
台
・
真
言
各
宗
の
行
事

も
含
ま
れ
ま
し
た
。
峯
中
を
指
揮

す
る
大
先
達
は
、
両
宗
か
ら
交
互

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法
会

な
ど
に
要
す
る
費
用
は
、
朱
印
地

か
ら
上
が
る
年
貢
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
慈
恩
寺

の
宗
教
・
経
済
面
で
の
柱
が
、
こ

の
頃
出
来
上
が
っ
た
の
で
す
。

　
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
チ
ェ
リ
ー
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
暖
か
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
２
月
11
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
雪
上

　
サ
ッ
カ
ー
や

　
雪
の
す
べ
り

　
台
で
遊
ん
だ

　
り
、
手
作
り

　
お
汁
粉
を
食

　
べ
た
り
等
。

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

チ
ェ
リ
ー
ズ
「
ふ
ゆ
ま
つ
り
」

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
県
の

文
化
財
保
護
審
議
会
に
お
い
て
、

慈
恩
寺
華
蔵
院
所
有
の
「
絹
本
著

色
地
蔵
十
王
像
」
が
県
文
化
財
指

定
に
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
八
鍬
鹿
島
神
社
本
殿
・

拝
殿
」
と
長
念
寺(

丸
内)

所
有
の

「
旧
惣
持
寺
仏
像
群
」
が
、
10
月

22
日
付
で
本
市
の
指
定
文
化
財
と

し
て
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
絹
本
著
色
地
蔵
十
王
像
」
は
、

十
四
世
紀
前
半
に
描
か
れ
た
高
麗

仏
画
で
、
華
麗
な
装
飾
美
を
備
え
、

西
域
の
影
響
が
見
ら
れ
る
特
異
性

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

本
品
は
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
八
鍬
鹿
島
神
社
本
殿
・
拝
殿
」

は
、
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
殿
が
寛

文
二
年(

一
六
六
二)

、
拝
殿
が
天

保
二
年(
一
八
三
一)

に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
古
い
時

代
の
特
徴
を
持
つ
部
材
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
前
身
建
物
か
ら
の

転
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

以
前
は
本
殿
が
拝
殿
に
じ
か
に
接

新
た
に
県
・
市
文
化
財
に
指
定

す
る
よ
う
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

神
仏
習
合
時
代
の
祭
祀
状
況
を
伝

え
る
極
め
て
重
要
な
遺
構
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
旧
惣
持
寺
仏
像
群
」
は
、
寒

河
江
城
二
の
丸
の
北
東
角
に
置
か

れ
た
大
江
氏
の
祈
願
寺
・
惣
持
寺

に
あ
っ
た
仏
像
で
す
。
五
智
如
来

像
、
両
界
大
日
如
来
像
、
不
動
明

王
像
の
八
躯
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

惣
持
寺
は
、
近
郷
に
末
寺
を
多
く

抱
え
る
寒
河
江
地
方
の
真
言
宗
の

有
力
寺
院
で
し
た
が
、
明
治
初
期

に
廃
寺
に
な
っ
た
た
め
、
現
在
は

筆
頭
末
寺
だ
っ
た
長
念
寺
に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、「
絹
本
著
色
地
蔵
十
王
像
」

は
、
県
公
報
に
よ
る
告
示
を
経
て

正
式
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
３

件
の
指
定
に
よ
り
、
本
市
所
在
の

県
指
定
文

化
財
は
39

件
、
市
指

定
文
化
財

は
１
５
０

件
と
な
り

ま
す
。

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

い
じ
め
ず
に
　
な
か
よ
く
あ
そ
ぼ
う
　
み
ん
な
で
ね
　

幸
生
小
学
校
１
年　
わ
た
な
べ　
ち
え
り　
さ
ん

いっちゃん会� １／20㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ� １／28㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
� １／16㈫・23㈫・30㈫の午前10時～11時30分

１月・２月の展示予定はありません。
利用についてはお問い合わせください。

くらしと育児� １／28㈰まで
２月22日は「猫の日」です� １／30㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

新「箕輪公民館」が完成
　地域活動の拠点となる「箕輪公民館」が、本年
度の宝くじ助成金を受けて建て替えられ、12月17
日に落成式が行われました。新しい公民館は、床
面積146.99㎡、ポーチ面積6.62㎡の木造平屋建で、
大広間などが整備されています。今後
は、地域住民の交流や親睦の場として
活用され、公民館活動がより一層活発
に展開されることが期待されます。

八鍬鹿島神社拝殿
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江
市
除
雪
作
業
車
両
追
跡
Ｍ
Ａ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://sagaeshi-josetsu.

ndsoft.jp/

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
管
理
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
335
へ
。

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
え
が
お

●
日
時
／
１
月
12
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
な
た
と
え
が
お

●
内
容
／
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
等

●
問
合
せ
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
な
た
と
え
が

お
☎(

８
４)

０
２
０
１
へ
。

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

●
日
時
／
１
月
18
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
、

　
ミ
ニ
講
話
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

　
☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
協
力
者
養
成
講
座

●
日
時
／
２
月
24
日
(土)
午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

体
験
し
て
み
よ
う
（
講
師
・
ウ
ェ
ザ
ー
ハ

ー
ト
災
害
福
祉
事
務
所
千
川
原
公
彦
氏
）

●
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎(

８
３)

　
３
２
２
０
へ
。

新
規
就
農
者
等
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
次
代
を
担
う
農
業
者
と
な
る
こ
と
を
志
向

す
る
者
に
対
し
、
就
農
直
後
の
経
営
確
立
を

支
援
す
る
資
金
を
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
独
立
自
営
就
農
時
45
歳
未
満
で
あ

り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

強
い
意
欲
の
あ
る
方
。
他
に
も
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
申
し
込
み
先
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
額
／
１
人
当
た
り
年
間
最
大
１
５

０
万
円
。
夫
婦
で
就
農
し
共
同
経
営
す
る

場
合
は
、
２
人
で
年
間
最
大
２
２
５
万
円
。

■
給
付
期
間
／
最
長
５
年
間

■
そ
の
他
／
給
付
期
間
と
給
付
終
了
後
５
年

間
は
、
半
年
に
１
度
、
市
に
就
農
状
況
報

告
を
行
っ
た
り
、
県
や
市
で
実
施
す
る
研

修
会
や
相
談
会
等
に
出
席
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

新
規
就
農
者
定
住
促
進
事
業

　
本
市
に
転
入
し
、
農
業
を
継
続
的
に
営
も

う
と
す
る
研
修
生
・
新
規
就
農
者
に
対
し
、

助
成
し
ま
す
。

①
新
規
就
農
者
住
宅
支
援
事
業

　
賃
貸
借
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し
ま
す
。

■�

対
象
／
市
外
か
ら
の
転
入
者
で
市
内
の
賃

貸
借
住
宅
に
居
住
す
る
、
新
規
就
農
者
ま

た
は
市
内
の
農
家
等
で
研
修
を
受
け
る
者
。

他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

申
し
込
み
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

給
付
金
額
／
賃
貸
借
住
宅
の
家
賃
月
額
の

２
分
の
１
（
千
円
未
満
切
り
捨
て)

、
ま

た
は
月
額
４
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
。

こ
の
他
、
光
熱
水
費
と
し
て
月
額
５
千
円
。

■
給
付
期
間
／
最
長
５
年
間

②
新
規
就
農
者
営
農
支
援
事
業

　
営
農
指
導
等
を
依
頼
す
る
際
に
発
生
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
料
を
助
成
し
ま
す
。

■�
対
象
／
新
規
就
農
者
住
宅
支
援
事
業
の
給

付
対
象
者
で
、
認
定
農
業
者
お
よ
び
新
規

就
農
者
支
援
育
成
協
議
会
会
員
（
新
規
就

農
者
ま
た
は
研
修
生
の
３
親
等
以
内
の
者

を
除
く
）
に
対
し
、
営
農
活
動
・
経
営
等

に
つ
い
て
の
指
導
・
助
言
を
依
頼
す
る
方
。

■
給
付
金
額
／
年
間
５
万
円

■
給
付
期
間
／
２
年
間

●�

申
込
／
市
農
林
課
農
政
係
☎(
８
６)
２
１

１
１
内
線
322
へ
。

木
育
・
食
育
フ
ェ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
珍
し
く
て
楽
し

い
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
２
月
３
日
(土)
・
４
日
(日)
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
予
定)

。
ど
ち
ら
か
１

日
だ
け
の
参
加
も
可

山
形
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

山
形
県
最
低
賃
金

　
臨
時
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
効
力
発
生
日
／
平
成
29
年
10
月
６
日
(金)

■
時
間
額
／
７
３
９
円
（
22
円
ア
ッ
プ
）

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

　
県
内
４
つ
の
産
業
の
基
幹
的
労
働
者
に
適

用
さ
れ
、
山
形
県
最
低
賃
金
を
上
回
る
額
で

設
定
さ
れ
ま
す
。

■
効
力
発
生
日
／
平
成
29
年
12
月
25
日
(月)

①
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
等
製
造
業

■
時
間
額
／
８
１
６
円
（
18
円
ア
ッ
プ
）

②
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業

■
時
間
額
／
８
０
０
円
（
18
円
ア
ッ
プ
）

③
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

■
時
間
額
／
８
１
５
円
（
18
円
ア
ッ
プ
）

④
自
動
車
整
備
業(

整
備
士
に
限
る
）

■
時
間
額
／
８
１
９
円
（
18
円
ア
ッ
プ
）

●
問
合
せ
／
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　
室
☎
０
２
３(

６
２
４)

８
２
２
４
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

■
期
間
／
２
月
14
日
(水)
ま
で
の
午
後
４
時
30

分
～
９
時

パ
ン
の
花
教
室
（
初
心
者
３
回
コ
ー
ス
）

■
日
時
／
１
月
16
日
・
23
日
、
２
月
６
日
・

20
日
、
３
月
13
日
・
27
日
の
各
火
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
正
午
。
都
合
が
良
い
日

に
３
回
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
要
申
込)

。

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●�

申
込
／
１
月
24
日
(水)
ま
で
市
商
工
創
成
課

地
域
戦
略
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

健
康
診
査
受
診
申
込
書(

兼)

調
査
書

期
限
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
来
年
度
、
市
で
実
施
す
る
健
康
診
査
の
受

診
申
込
書
（
兼
）
調
査
書
を
対
象
と
な
る
方

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
記
載
内
容
を
一
部
変

更
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
例
を
参
考
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
込
書
に
基
づ
き
、

問
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
625
へ
。

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

事
前
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
今
年
10
月
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
に
先
立

ち
、
事
前
調
査
と
し
て
２
月
上
旬
ま
で
の
間
、

統
計
調
査
員
が
住
宅
の
有
無
を
確
認
す
る
た

め
対
象
地
区
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
調
査
員

は
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
政
策
企
画
課
シ
ス
テ
ム
統
計

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
412
へ
。

除
雪
作
業
車
両
の

　
位
置
情
報
を
公
開

　
市
で
は
本
年
度
よ
り
除
雪
車
の
位
置
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
ま
す
。
寒
河

お
知

ら
せ

■
内
容
／
ア
ジ
サ
イ
を
作
り
ま
す
。

■
参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
３
回
分
、
別
途

材
料
が
必
要
で
す
）

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展

■
日
時
／
２
月
10
日
(土)
・
11
日
(日)
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時

■
内
容
／
園
芸
種
と
原
種
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ

ー
ズ
の
展
示
・
即
売
等
。

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

片
桐
蝶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

●
日
時
／
１
月
20
日
(土)
～
31
日
(水)
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

催
し
案
内

山
形
を
熱
く
し
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
や

ま
あ
つ
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
フ
ェ
ス
」

■
日
時
／
１
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～
５
時

■
出
演
／
Ｋ
ｉｙ
ｏ
さ
ん
他

■
そ
の
他
／
抽
選
で
１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
り
。

謡
曲
、
民
謡
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
１
月
21
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時

■
出
演
／
喜
多
流
羽
謡
会
、
チ
ェ
リ
ー
寒
河

江
民
踊
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

｢

だ
ん
ご
木
を
つ
く
ろ
う｣

●
日
時
／
１
月
19
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
パ
ソ
コ
ン
実
践
基
礎
講
習
会

●
日
時
／
２
月
５
日
(月)
～
８
日
(木)
、
全
４
回
、

午
前
９
時
～
（
初
日
は
午
後
１
時
～
）

●
会
場
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
定
員
／
60
歳
以
上
の
方
、
10
人
（
抽
選
）

●
内
容
／
ワ
ー
ド
基
礎
、
エ
ク
セ
ル
初
級
編

●
申
込
／
１
月
22
日
(月)
ま
で
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

市
技
術
振
興
協
会

研
修
事
業
案
内

女
性
が
輝
く
職
場
研
修

　
受
講
料
等
の
詳
細
は
申
し
込
み
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
18
日
(木)
・
19
日
(金)
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時

■
申
込
期
限
／
１
月
15
日
(月)

６
次
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム 

成
功
体
験
に
学
ぶ
Ⅱ

■
日
時
／
１
月
23
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

■
内
容
／
山
形
大
学
農
学
部
・
村
山
英
樹
教

授
の
基
調
講
演
、
事
例
発
表
と
意
見
交
換

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
申
込
／
市
技
術
振
興
協
会
☎(

８
６)

１
９

９
１
へ
。

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

個
別
無
料
相
談
会

　
臨
床
心
理
士
等
に
よ
る
相
談
で
す
。
ご
家

族
だ
け
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時
／
１
月
30
日
(火)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
支
援
研
究

セ
ン
タ
ー
若
者
相
談
支
援
拠
点
☎
０
２
３

(

６
２
３)

６
６
２
２
へ
。

第
49
回
市
長
杯

新
春
市
民
囲
碁
大
会

●
日
時
／
１
月
14
日
(日)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
50
人

●
参
加
費
／
千
円
（
昼
食
代
込
み)

●
問
合
せ
／
囲
碁
愛
好
会
幹
事
長
・
白
田
さ

ん
☎(

７
４)

２
５
３
１
へ
。

寒
河
江
民
踊
舞
踊
連
盟

　
第
七
回
新
春
初
踊
り
会

●
日
時
／
１
月
８
日
(月)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●�

問
合
せ
／
寒
河
江
民
踊
舞
踊
連
盟
・
杉
沼

さ
ん
☎(

８
４)

２
９
９
３
へ
。
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SAGAE CITY INFORMATION

■次号の市報１月20日号は、１月19日㈮に発行します。

1月の行事予定
5 ㈮
6 ㈯

7 ㈰
市民スキー教室／郷間正観ギャラリートーク／休�
日当番医（あびこ耳鼻咽喉科クリニック)／証明書�
交付窓口開庁（午前）

8 ㈪ 休日当番医（大原医院）

9 ㈫ こころの健康相談／市立図書館、南部・柴橋・西�
部地区公民館休館日

10 ㈬ 行政相談

11 ㈭ ふるさと交流スペース／心や体の健康相談／市民
浴場休場日

12 ㈮ 総合健診／９～10カ月児健診

13 ㈯ さがえ初市／総合健診

14 ㈰ 市消防団出初式／休日当番医（国井医院)／証明書�
交付窓口開庁（午前）

15 ㈪ 法律相談／総合健診

16 ㈫ 総合健診

17 ㈬ ３歳児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

18 ㈭ ふるさと交流スペース／総合健診

19 ㈮
郷間正観ギャラリートーク／子育てサロン・エン�
ジェル「だんご木をつくろう｣／総合健診／離乳食�
前期教室

20 ㈯ 総合がん検診

21 ㈰ 休日当番医（菊地胃腸科内科医院)／証明書交付窓�
口開庁（午前)／ハートフルセンター休館日

22 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

23 ㈫ 中央公民館休館日

24 ㈬ １歳６カ月児健診

25 ㈭ ゆめはーと寒河江「ママの日｣／ふるさと交流スペ�
ース／市長相談／心や体の健康相談

26 ㈮ ２歳６カ月児歯科検診

27 ㈯ 糖尿病教室

28 ㈰ 休日当番医（折居内科医院)／証明書交付窓口開庁�
(午前）

29 ㈪
30 ㈫ ３～４カ月児健診

31 ㈬
固定資産税・都市計画税（４期)、国民健康保険税�
(７期)、介護保険料（７期)、後期高齢者医療保険�
料（７期）納期限

２/1 ㈭ ふるさと交流スペース／９～10カ月児健診

2 ㈮ やまがた雪フェスティバル（～４日）

3 ㈯
4 ㈰ 休日当番医（国井クリニック)／証明書交付窓口開�

庁（午前）

　ごみとして出すペットボトルのラベルはがしが、
引取先である公益財団法人日本容器包装リサイク
ル協会から義務づけられ、平成
30年４月１日から完全実施にな
ります。なお、平成30年３月31
日までは準備期間となります。
準備期間からの、ラベルはがし
へのご協力をお願いします。
●問合せ／寒河江地区クリーン
　センター☎84-4225へ。

●日時／２月１日～３月29日の毎週木曜日（２月
　15日を除く)、全８回、午後１時～２時
●会場／スポーツクラブサガエ
●�定員／要介護認定を受けていない65歳以上の方、
20人
●内容／高齢期に必要な筋力維持のための運動
●�参加費／4,000円（８回分)。送迎は別途料金が
必要です。
●申込／サガエスイミングクラブ☎86-1187へ。

ペットボトルのラベルは、
はがしてください！　

＝市委託事業＝　元気の源　筋肉貯筋！
らくらく筋力トレ教室

給食の放射性物質検査結果

検体検査日 学校等名 セシウム
134

セシウム
137

11／28㈫～30㈭ 柴橋小学校 不検出 不検出
12／５㈫～７㈭ 高松小学校 不検出 不検出

　保育所・小中学校給食の安全性を再確認するた
め、放射性物質検査を実施しています。

●問合せ／市学校教育課☎86-2111内線440へ。

不用品登録制度（12月14日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■�あげます／日本人形、ひな人形、茶だんす、座
卓、食器、食洗器、コーヒーミル、スーツケー
ス、水槽（台座・空気ポンプ付き)、花瓶、習字
道具、囲碁セット、ファックス用フィルムカー
トリッジ
■譲ります／洗濯乾燥機、窓用手すり
■�譲って／応接用いす、介護用おむつ・パンツ・
紙パット、電子レンジ

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■あげます／チャイルドシート、学習机
■�譲ります／ながさき幼稚園運動着・通学かばん・
お昼寝布団
■譲って／二段ベッド、男子学生服
●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

ごみ
出し
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宮
内
日
枝
神
社
の
神
殿
に
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず
む
魔
除
け
の
木
造
狛
犬
。

眼
は
見
開
き
、
た
て
が
み
は
背
中
か

ら
垂
れ
、
頬
に
巻
き
毛
を
作
る
。
前

足
を
踏
ん
張
り
、
胸
を
強
く
張
り
出

す
。
こ
の
写
実
的
な
彫
像
を
手
掛
け

た
の
は
、
よ
ほ
ど
の
技
量
を
持
つ
棟

梁
（
と
う
り
ょ
う
）
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
元
は
阿(

ア)

・
吽(

ウ
ン)

一
対

の
像
。
今
は
一
方
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
神
社
は
、
平
安
時
代
、
弘
法

大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
い
う
市

内
き
っ
て
の
古
社
。
室
町
時
代
、
白

岩
大
江
氏
が
こ
の
「
用
水
の
神
」
に

多
く
の
祭
り
田
を
寄
進
し
、
社
殿
を

修
造
し
た
。
こ
の
木
造
狛
犬
も
こ
の

こ
ろ
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。

　
暗
く
冷
た
い
神
殿
の
中
、
未
来
を

見
つ
め
る
力
強
い
眼
光
で
、
困
難
に

立
ち
向
か
う
狛
犬
を
発
見
し
た
時
の

感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感
じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、
地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん
の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

すぽっとチャンネル
市民レポーター さくらんぼ特派員

今
月
の
表
紙

■
発
行
／
寒
河
江
市
政
策
企
画
課
広
報
広
聴
係　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

Twitterでも特派員が
情報配信中
https://twitter.com/
sagae_tokuhain

　先日第４回さ
がえ櫻桃座公演

がハー

トフルセンター
で行われました

。２本

立てで、後半の
『ぴかどん』は

丸木俊

さんの絵本を原
作にした朗読劇

でした。

反核の意義を伝
えつつ誰も体験

したこ

とのない原爆の
惨状をよく表現

してい

ました。�
（北條幸子）

 

　昔はどこの家でも軒先につるしてあった干し柿。ふるさと公園の「柿すだれ」を見て、美しい柿の色が赤茶色に変わりおいしくなるのが待ち遠しかった子どもの頃を思い出しました。薄れゆく日本文化の風物詩を子孫の世代に継承していきたいです。�（酒井由美子）

市
報

さ
が

え
　

2018．1．5　
N

o.1693

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

　７月５日号で取り上げた山岸毘沙門堂（びしゃもんどう）が冬の装いになりました。一文字三ツ星の家紋が、ここにもありました。大江広元公ゆかりの毛利家と同じ家紋です。この家紋を見られる山岸毘沙門堂に寒河江の歴史の深さを感じました。�（佐藤真由美）


